令和８年度読谷村地域学校協働活動推進事業実施要項（案）
【趣 旨】
地域と学校がパートナーとして共に子ども達を育てる為に行うものであること。
すなわち、地域住民等が学校と協働し、①主とし学齢児童及び学齢生徒を対象と
する、学校の授業の終了後又は休業日における学習等の活動。②青少年を対象と
するボランティア活動等の社会奉仕体験活動や自然体験活動等の活動。③社会教
育における学習の機会を利用して行った学習の成果を活用して行う教育活動等
（地域住民等学校の授業や部活動等を含めた多様な学校の教育活動へ参加すること等）の活動である。
地域住民等が学校の授業や部活動等を含めた多様な学校の教育活動に参加する等
教育課程の内外に関わらず、地域と学校の連携協働が促されることにより、社会
総がかりで教育を実現し、地域の活性化が図られることが期待されているもので
ある。
＊地域学校協働活動：社会教育法第５条第２項に規定される活動である。
【目 的】
　　　本村では「生きる力」の基盤となる「新しい時代をつくるために必要とされる資
　　　　　　質・能力を育む」～学校、家庭、地域の連携・協力を通して～」を目標に、村内
幼小中学校において学力向上に向けた取り組みがなされている。その学校現場で
の取り組みについて、地域住民ボランティアを養成し必要に応じて学校へ派遣、
支援していくシステムの構築を図ると共に幅広い地域住民等の参画により、地域
住民の生涯学習・自己実現に資すること、地域と学校が連携協働し様々な活動を
通じて地域の活性化を図ることを目的とする。
【主 催】読谷村教育委員会
【主 管】：読谷村教育委員会　生涯学習課　　　
【連携課】：学校指導課
【期 間】:令和８年４月１日～令和９年３月31日まで
【事業概要】
地域学校協働活動とコミュニティスクールの一体的推進に関すること
(１) 読谷村地域学校協働活動本部運営

(２) 地域学校協働活動推進員の配置（中学校区ごとに1名：計２名） 

(３) 地域学校協働活動支援ボランティア養成講座等の開催

(４) 各種ボランティアの派遣実施
【事業内容】
地域学校協働活動本部の実施
(１) 読谷村地域学校協働活動本部の設置
　　　 読谷村教育委員会生涯学習課内に地域学校協働活動本部を設置し、
事務局を生涯学習課生涯学習係が担う。
(２)本部構成員
教育長・教育次長・各種社会教育関係団体長（４団体からP連が代表とする）
社会教育委員会議長・校長会代表・読谷村公民館連絡協議会長・
地域学校協働活動推進員・学校指導課
（主幹）・係長・指導主事、生涯学習課長・係長
(３)会議　年３回　
(４)読谷村地域学校協働活動本部の役割
　  地域学校の状況を踏まえて、「連携体制の整備」を行う為、地域学校協働
活動推進員を配置し、事業を実施する。その実施において、本事業の目標
・計画の策定・評価等を行う。
【その他】
(１)読谷村地域学校協働活動推進員
ア、役割
　　　地域学校協働活動について学校や関係者、地域住民との連絡調整、ボラン
ティアの確保・登録・配置等、多様な活動に関するニーズの調査・把握・
調整にあたる。学校ニーズに応じたボランティア人材育成講座の開催及び
人材の配置派遣調整を行う。
　　　イ、配置
読谷中学校区1名・古堅中学校1名配置する。
ウ、報酬額

報酬は活動に応じ実働時間×時給1,500円-所得税を月末締めとし翌月指定
口座に振込む。
(２)地域学校協働活動支援ボランティア養成講座の開催（全３回）
　　　ボランティアの資質向上及び新規登録のきっかけづくりの内容を企画し
実施する。
(３)ボランティア
　　ア、主な内容（これまでの実績から）
　　　　○小中学校における学習活動における支援（マルつけ補助、個別支援、
家庭科等実技補助、野外活動といった学校行事での補助など）。

　　　　○本の読み聞かせ活動や環境美化・環境整備、クラブや部活動指導、
登下校時の安全指導など学校活動の中で学習面以外での子どもたちへ
の直接的・間接的支援を行うボランティア。

　　　イ、募集要件
資格等は問わず、仕事や趣味、ライフワークとして自分のもつ技術や
知識を学校生活の中で、子どもたちに伝えることで健やかな心身の成長
を促すことを目的として、活動できる地域の方々を募集する。（学生、
シニア、PTA会員等）
ウ、各種ボランティアの派遣方法
　　　　地域学校協働活動支援ボランティア養成講座受講者はボランティア登録
する。あわせて参加者から自己ＰＲ資料を提出してもらい登録する。
地域学校協働活動推進員が、登録後、各小中学校からのニーズに基づき、
学校とボランティアとの連絡調整を行い、学校現場へ派遣を行う。
【留意事項】
　　(1)協働活動支援ボランティアの保険について

　　　市町村の総合共済保険及びスポーツ傷害保険でボランティア活動に関する
保険をもって対応する。（実施本部にて保険料を負担する）
　　(2)学校・児童生徒の情報管理について
　　　ボランティアは現場で持ち得た学校や児童生徒に関する情報については、
守秘義務を厳守するようボランティア派遣時に確認する。
（3）学校からの派遣依頼については、遅くとも１週間前までとする。
また長期間（５日以上）の依頼について各校のPTAとの連携を図った後、
状況により請け負うものとする。
　　
※地域学校協働活動推進員名簿　
	校区活動本部
	活動推進員
	担当学校

	読谷中学校区
	知花　喜子
専用090-6859-7720
	渡慶次小・読谷小・喜名小
読谷中学校・各幼稚園

	古堅中学校区
	　大崎　幸子
専用090-6859-7721
	古堅小・古堅南小
古堅中学校・各幼稚園


　＊ボランティア要請から派遣の流れ（フロー図）
要請書送信先：読谷村教育委員会　生涯学習課　
【ＦＡＸ　958-6669】
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地域学校協働活動推進員（旧：コーディネーター）








